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 * 営業  名詞,サ変接続,*,*,*,*,営業,エイギョウ,エイギョー 
 * 開始  名詞,サ変接続,*,*,*,*,開始,カイシ,カイシ 
 * しま  名詞,一般,*,*,*,*,しま,シマ,シマ 
 * ー  名詞,一般,*,*,*,*,* 
 * す  動詞,自立,*,*,サ変・スル,文語基本形,する,ス,ス 
 * ！  記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 
リスト 1.1  崩れた表記“しまーす”が含まれるツイートの形態素解析結果 
 







 * 仙台  名詞,固有名詞,地域,一般,*,*,仙台,センダイ,センダイ 
 * で  助詞,格助詞,一般,*,*,*,で,デ,デ 
 * すら  助詞,係助詞,*,*,*,*,すら,スラ,スラ 
 * 日帰り 名詞,サ変接続,*,*,*,*,日帰り,ヒガエリ,ヒガエリ 
 * は  助詞,係助詞,*,*,*,*,は,ハ,ワ 
 * きっ  動詞,自立,*,*,五段・ラ行,連用タ接続,きる,キッ,キッ 
 * つい  動詞,自立,*,*,五段・カ行イ音便,連用タ接続,つく,ツイ,ツイ 
 * なぁ  助詞,終助詞,*,*,*,*,なぁ,ナァ,ナー 
 * 。  記号,句点,*,*,*,*,。,。,。 
リスト 1.2  崩れた表記“きっつい”が含まれるツイートの形態素解析結果 
 
リスト 1.2の 10～13文字目“きっつい”は，“きつい”(形容詞) に促音を挿入した表記
  









 * 具現  名詞,サ変接続,*,*,*,*,具現,グゲン,グゲン 
 * 化  名詞,接尾,サ変接続,*,*,*,化,カ,カ 
 * しろ  動詞,自立,*,*,サ変・スル,命令ｒｏ,する,シロ,シロ 
 * おおお 動詞,自立,*,*,五段・ワ行促音便,未然ウ接続,おおう,オオオ,オオオ 
 * おお  感動詞,*,*,*,*,*,おお,オオ,オー 
 * ！  記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 
リスト 1.3  崩れた表記“しろおおおおお”が含まれるツイートの形態素解析結果 
 






 * ただ  接続詞,*,*,*,*,*,ただ,タダ,タダ 
 * い  動詞,自立,*,*,一段,連用形,いる,イ,イ 
 * まぁ  感動詞,*,*,*,*,*,まぁ,マァ,マー 
 * ！  記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 
リスト 1.4  崩れた表記“ただいまぁ”が含まれるツイートの形態素解析結果 
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寒い。三度しかなぃ 
 * 寒い  形容詞,自立,*,*,形容詞・アウオ段,基本形,寒い,サムイ,サムイ 
 * 。  記号,句点,*,*,*,*,。,。,。 
 * 三  名詞,数,*,*,*,*,三,サン,サン 
 * 度  名詞,接尾,助数詞,*,*,*,度,ド,ド 
 * しか  助詞,係助詞,*,*,*,*,しか,シカ,シカ 
 * な  助詞,終助詞,*,*,*,*,な,ナ,ナ 
 * ぃ  名詞,一般,*,*,*,*,* 
リスト 1.5  崩れた表記“なぃ”が含まれるツイートの形態素解析結果 
 







 * むくみ 動詞,自立,*,*,五段・マ行,連用形,むくむ,ムクミ,ムクミ 
 * ヤバ  名詞,一般,*,*,*,*,* 
 * い  動詞,自立,*,*,一段,連用形,いる,イ,イ 
 * …  記号,一般,*,*,*,*,…,…,… 
リスト 1.6  崩れた表記“ヤバい”が含まれるツイートの形態素解析結果 
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煮込みらーめん食べたことないです！ 
 * 煮込み 名詞,一般,*,*,*,*,煮込み,ニコミ,ニコミ 
 * ら  名詞,接尾,一般,*,*,*,ら,ラ,ラ 
 * ー  名詞,一般,*,*,*,*,* 
 * めん  名詞,一般,*,*,*,*,めん,メン,メン 
 * 食べ  動詞,自立,*,*,一段,連用形,食べる,タベ,タベ 
 * た  助動詞,*,*,*,特殊・タ,基本形,た,タ,タ 
 * こと  名詞,非自立,一般,*,*,*,こと,コト,コト 
 * ない  形容詞,自立,*,*,形容詞・アウオ段,基本形,ない,ナイ,ナイ 
 * です  助動詞,*,*,*,特殊・デス,基本形,です,デス,デス 
 * ！  記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 










 * すげ   動詞,自立,*,*,一段,連用形,すげる,スゲ,スゲ 
 * ー   名詞,一般,*,*,*,*,* 
 * ！   記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 
 * グッド  名詞,一般,*,*,*,*,グッド,グッド,グッド 
 * アイディア 名詞,一般,*,*,*,*,アイディア,アイディア,アイディア 
 * が   助詞,格助詞,一般,*,*,*,が,ガ,ガ 
 * うまれ  動詞,自立,*,*,一段,連用形,うまれる,ウマレ,ウマレ 
 * そう   名詞,接尾,助動詞語幹,*,*,*,そう,ソウ,ソー 
 * ！   記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 
リスト 1.8  崩れた表記“すげー”が含まれるツイートの形態素解析結果 
 










本研究では， [4]を参考に，崩れた表記を表 1.1のとおりに分類した． 
 










































表記を指す．1.3節で挙げた例のうち，リスト 1.5で示した“なぃ”が該当する．  
“仮名文字化”は，本来の表記を，その形態素の読み仮名にあたる仮名文字で置き換え
た表記を指す．1.3 節で挙げた例のうち，リスト 1.6 で示した“ヤバい”や，リスト 1.7
  























































を，図 2.1 に示す．なお，図 2.1 内の Lattice 構造および形態素解析結果は，形態素解析
エンジン Kuromoji [5]を使用して実際に形態素解析した際の結果に従った． 
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ト推定時の学習モデルとして条件付き確率場 (Conditional Random Fields, CRF) を利用
しており，高精度の形態素解析を実現している． 
  








Kuromoji のソースコードは Java で記述されており，オープンソース  (Apache 






る．MeCab や Kuromoji は形態素辞書として IPA 辞書 [10]を用いているのに対し，
JUMAN は人手で専用設計された形態素辞書を使用する．この辞書は，IPA 辞書とは異な
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表 3.1  音節および音節変換候補生成の規則 
種類 音節生成ルール 音節変換候補生成ルール 変換候補例 


























みい → むい 
撥音節 仮名文字の後に，撥音が任
意の長さだけ続く文字列 
そのまま ふっ → ふっ 
先頭の 1字 ふっ → ふ 
促音節 仮名文字の後に，促音が任
意の長さだけ続く文字列 
そのまま すん → すん 
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表 3.3  小書き文字の置換規則 
小書き文字 変換後文字 小書き文字 変換後文字 
“ァ” “ア” “ぁ” “あ” 
“ィ” “イ” “ぃ” “い” 
“ゥ” “ウ” “ぅ” “う” 
“ェ” “エ” “ぇ” “え” 
“ォ” “オ” “ぉ” “お” 
“ャ” “ヤ” “ゃ” “や” 
“ュ” “ユ” “ゅ” “ゆ” 
“ョ” “ヨ” “ょ” “よ” 
“ヮ” “ワ” “ゎ” “わ” 





p. 15 / 52 
 
 





















𝐴𝑇𝑙を得る．ここで，𝑖は1 ≤ 𝑖 ≤ 𝑙を満たす整数とする． 
(ア) 文字列𝑇𝑖が，音節𝑆𝑖の先頭の文字および末尾の文字をともに含んでいる(すなわち，
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の文字を含まない(すなわち，𝑚 ≤ 𝑏𝑙かつ 𝑛 < 𝑒𝑙である)場合，𝐴𝑇𝑙は，𝑆𝑙の音節変換
候補の 1文字目から𝑛 − 𝑏𝑙文字目までの部分文字列を全て要素に持つ集合となる． 
(エ) 区切られた文字列のうち先頭の文字列𝑇0が，音節𝑆0の先頭の文字を含まない(すな
わち，𝑏0 < 𝑚である)場合， 𝐴𝑇0は𝑇0のみを要素に持つ集合となる． 
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  0: すごい  形容詞,自立,*,*,形容詞・アウオ段,基本形,すごい,スゴイ,スゴイ 
  4: デモ  名詞,サ変接続,*,*,*,*,デモ,デモ,デモ 
  6: し   動詞,自立,*,*,サ変・スル,連用形,する,シ,シ 
  7: ます  助動詞,*,*,*,特殊・マス,基本形,ます,マス,マス 
11: ！   記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 
リスト 3.1  形態素解析結果の例 
 
すんげぇデモしまーすっ！ 
  0: すん 動詞,自立,*,*,サ変・スル,体言接続特殊,する,スン,スン 
  2: げ  名詞,接尾,一般,*,*,*,げ,ゲ,ゲ 
  3: ぇ  名詞,一般,*,*,*,*,* 
  4: デモ 名詞,サ変接続,*,*,*,*,デモ,デモ,デモ 
  6: しま 名詞,一般,*,*,*,*,しま,シマ,シマ 
  8: ー  名詞,一般,*,*,*,*,* 
  9: すっ 動詞,自立,*,*,五段・ラ行,連用タ接続,する,スッ,スッ 
 11: ！  記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 
リスト 3.2  崩れた表記を含むテキストを従来手法で形態素解析した例 
 
すんげぇデモしまーすっ！ 
  0: すんげぇ 形容詞,自立,*,*,形容詞・アウオ段,基本形,すごい,スゴイ,スゴイ 
    (本来の表記: すごい) 
  4: デモ  名詞,サ変接続,*,*,*,*,デモ,デモ,デモ 
  6: し   動詞,自立,*,*,サ変・スル,連用形,する,シ,シ 
  7: まーすっ 助動詞,*,*,*,特殊・マス,基本形,ます,マス,マス 
    (本来の表記: ます) 
 11: ！   記号,一般,*,*,*,*,！,！,！ 
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 0: プレゼン 名詞,サ変接続,*,*,*,*,プレゼン,プレゼン,プレゼン 
 4: の   助詞,連体化,*,*,*,*,の,ノ,ノ 
 5: 時間  名詞,副詞可能,*,*,*,*,時間,ジカン,ジカン 
 7: だ   助動詞,*,*,*,特殊・ダ,基本形,だ,ダ,ダ 
 8: 。   記号,句点,*,*,*,*,。,。,。 
リスト 3.4  形態素解析結果の例 
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ぷれぜんのじかんだ。 
 0: ぷれぜんのじかん 名詞,一般,*,*,*,*,* 
 8: だ     助動詞,*,*,*,特殊・ダ,基本形,だ,ダ,ダ 
 9: 。     記号,句点,*,*,*,*,。,。,。 
リスト 3.5  崩れた表記を含むテキストを従来手法で形態素解析した例 
 
ぷれぜんのじかんだ。 
 0: ぷれぜん 名詞,サ変接続,*,*,*,*,プレゼン,プレゼン,プレゼン 
    (本来の表記: プレゼン) 
 4: の   助詞,連体化,*,*,*,*,の,ノ,ノ 
 5: じかん  名詞,副詞可能,*,*,*,*,時間,ジカン,ジカン 
    (本来の表記: 時間) 
 8: だ   助動詞,*,*,*,特殊・ダ,基本形,だ,ダ 
 9: 。   記号,句点,*,*,*,*,。,。,。 
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4. 日本語形態素解析器MoCAの開発 
3章で述べた 2つの提案手法を実装した日本語形態素解析器MoCA (もか) を開発した．
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 𝐶𝑚 =







素である場合，𝑇 ≠  𝑇′となる． 




ない場合，𝐷(𝑇, 𝑇′ ) = 0となる． 
𝐷𝑛(𝑇, 𝑇′ )の値は，𝑇から𝑇′を生成する過程で撥音が 1 字でも除去された場合は 2 となり，
そうでない場合は 0となる．また，𝐷 (𝑇, 𝑇′ )の値は，𝑇から𝑇′を生成する過程で促音が 1字
でも除去された場合は 2となり，そうでない場合は 0となる． 
𝑃 は，𝐷(𝑇, 𝑇′)の値および形態素𝑀の品詞に依存する値である． 
 𝐷 = 0である(𝑀が長音節最適化を利用して追加された形態素でない)場合，形態素𝑀の
品詞にかかわらず𝑃 = 1となる． 
 形態素の品詞が“記号”である場合は𝑃 = 3となる．なお，“記号”にはアルファベッ
トやギリシャ文字なども含まれる． 
 形態素の品詞が“名詞”である場合，細分類で“固有名詞”に分類される場合は𝑃 = 3，そ
うでない場合は𝑃 = 1.5となる． 









態素である場合，𝑇′ ≠ 𝑇𝑀となる． 
 𝐴 = 𝐻( 𝑇, 𝑇
′, 𝑇𝑀)𝐾(𝑇, 𝑇
′ , 𝑇𝑀)𝑃  (4.3) 
𝐻(𝑇, 𝑇′ , 𝑇𝑀)の値は，𝑇
′ ≠ 𝑇𝑀であり，かつ𝑇にひらがなが含まれる場合は 2 となり，そう
でない場合は 1 となる．𝐾(𝑇, 𝑇′, 𝑇𝑀)の値は，𝑇
′ ≠ 𝑇𝑀であり，かつ𝑇にカタカナが含まれる
場合は 2となり，そうでない場合は 1となる． 
  




 𝑇′ = 𝑇𝑀である(𝑀が読み仮名検索を利用して追加された形態素でない)場合，形態素𝑀
の品詞にかかわらず𝑃 = 1となる． 
 形態素の品詞が“記号”である場合は𝑃 = 2となる． 







𝐴 = 1となる． 𝑀が未知語であり，かつ𝑇にカタカナ以外の文字が含まれる場合は，𝐴 = 2と






 𝐿 = 𝑚𝑎𝑥 (
𝑙𝑇 + 𝑙𝑇𝑀
3
, 𝑃 ) (4.4) 
𝑚𝑎𝑥(𝐴, 𝐵)は，𝐴と𝐵のうち大きい値を返す関数である．𝑙𝑇は，文字列𝑇の長さである．𝑃 は，
形態素𝑀の品詞に依存する値であり，𝑀の品詞が助詞または助動詞である場合は𝑃 = 1.2と
なり，そうでない場合は𝑃 = 1となる．𝐿の値は以下のような特徴を持つ． 
 𝑙𝑇と𝑙𝑇𝑀の平均が 1.5を超えるとき，𝐿は 1より大きい値になる． 
 𝑇や𝑇𝑀が長い文字列であるほど (すなわち，𝑀が長い形態素であるほど) ，𝐿は大きく
なり，𝐶𝑚は小さくなる．これは，長音節最適化によって長音が短縮された際に編集距
離が大きくなり，形態素コストが増大する現象を軽減するための措置である． 





MoCAは，筧研究室ホームページにて 2013年 3月に公開予定である． 
 URL(予定): http://www.kake.info.waseda.ac.jp/research/moca.html 
 問い合わせ用メールアドレス: cafe.moca.jp@gmail.com 
  







5.1. 実験 1 - 提案手法が効果を発揮する機会の調査 




5.1.2. 実験方法  
崩れた表記を含む可能性のあるテキストとして，Twitter に投稿された日本語のツイー
ト 10,000件を，Twitter Streaming API [13]を使用して収集する．それらを Kuromoji，
JUMAN，そして MoCA で形態素解析し，異なる区切り方となるツイートが何件あるか調
べる．ただし，JUMAN の形態素辞書の品詞体系は MoCA のものと異なっているため，













5.2. 実験 2 - より人のイメージに合う区切り方となっているか否かの調査 






p. 27 / 52 
 





MoCA でそれぞれ，どの程度の割合で“違和感がある”と判定されたかを調べる  (実験
2A) ． 













 * しま【名詞】 
 * ー【名詞】 
 * す【動詞】 
B 
 * し【動詞】 




リスト 5.1  実験 2Aの設問の例 
 
また，JUMANとMoCAに関しては，文節単位での区切り位置のみ示す設問を作成し，












※ 文節とは、自立語(名詞、動詞など)とそれに後続する 0個以上の付属語(助詞、 





 * き 
 * っ 
 * ついなぁ 
B 






























ると判断した．そこで，今回は 10代～30代の男女合計 30名に，実験 2A および 2Bの被
験者を依頼した． 
被験者の性別，年齢，そしてソーシャルメディア利用経験を，それぞれ図 5.1，図 5.2，
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図 5.2  被験者 30人の年齢 
 
 
図 5.3  被験者 30人のソーシャルメディア利用経験の有無 
 
なお，設問は実験 2A，2B でそれぞれ 300問作成し，これらをそれぞれ 20問×15組ず
つに分けた．そして被験者 1 人につき，2A，2B の設問をそれぞれ 1 組(20 問)ずつ，合計
40問を割り当てた．こうすることで，設問 1問に対して回答者は 2人ずつとなり，回答数
は実験 2A，2Bでそれぞれ 600件となる． 
 
5.2.4. 実験結果  
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図 5.4  実験 2Aの結果 
 
実験 2A では，Kuromoji の区切り方に違和感があるという回答は 420 件(287 件 + 133
件)であった．一方，MoCA の区切り方に違和感があるという回答は 264 件(131 件 + 133
件)であった． 





図 5.5  実験 2Bの結果 
 






























p. 32 / 52 
 
件)であった．一方，MoCAの区切り方に違和感があるという回答は 180件(135件 + 45件)
であった． 
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6. 評価 
本章では，実験 2 の結果や，実験 2 の設問に対する被験者の回答内容から，提案手法が
研究目的を達成できたか否かを評価する．なお，本章で示す設問の例は，全て実験 2Aで実
際に使用した設問であり，A は Kuromoji の形態素解析結果を基にした区切り方，B は
Kuromojiの形態素解析結果を基にした区切り方である． 
 














を含む助動詞に関する設問が多くみられた．その例をリスト 6.1およびリスト 6.2に示す． 
 





 * 花【名詞】 
 * だ【助動詞】 
 * ぁ【名詞】 
B 
 * 花【名詞】 
 * だぁ【助動詞】 
リスト 6.1  “母音による長音”，“小書き文字への置換”を含む助動詞に関する設問の例 
 
  






 * 行き【動詞】 
 * た【助動詞】 
 * ー【名詞】 
 * い【動詞】 
 * な【助詞】 
B 
 * 行き【動詞】 
 * たーい【助動詞】 
 * な【助詞】 















 * お【感動詞】 
 * は【助詞】 
 * よー【助詞】 
B 
 * おはよー【感動詞】 
リスト 6.3  “長音記号による長音”を含む感動詞に関する設問の例 
 
  






 * ふっ【動詞】 
 * ふっ【動詞】 
 * ふ【動詞】 
 * ぅ【名詞】 
 * ーヽ【名詞】 
B 
 * ふっふっふぅー【感動詞】 
 * ヽ【記号】 















 * や【助動詞】 
 * べ【助詞】 
 * ー【名詞】 
B 
 * やべー【形容詞】 




















 * あぁ【感動詞】 
 * ー【名詞】 
B 
 * あぁー【感動詞】 
リスト 6.6  “長音記号による長音”を末尾に含む感動詞に関する設問の例 
  
@○○○○○○○○○○○○○ そうなんですかー！ お金ためなきゃですね… 
のうち、16～23文字目「そうなんですかー」の部分 
A 
 * そう【副詞】 
 * な【助動詞】 
 * ん【名詞】 
 * です【助動詞】 
 * か【助詞】 
 * ー【名詞】 
B 
 * そう【副詞】 
 * な【助動詞】 
 * ん【名詞】 
 * です【助動詞】 
 * かー【助詞】 
リスト 6.7  “長音記号による長音”を末尾に含む助詞に関する設問の例 
  
  






 * 来月【名詞】 
 * まで【助詞】 
 * だっ【助動詞】 
 * た【助動詞】 
 * ー【名詞】 
B 
 * 来月【名詞】 
 * まで【助詞】 
 * だっ【助動詞】 
 * たー【助動詞】 
リスト 6.8  “長音記号による長音”を末尾に含む助動詞に関する設問の例 
 










 * お昼【名詞】 
 * ー【名詞】 
B 
 * お昼ー【名詞】 
リスト 6.9  “長音記号による長音”を末尾に含む名詞に関する設問の例 
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ずーっと気になっていて、観ていなかった。ハリーポッターと死の秘宝  これから観ます。  




 * 楽しみ【名詞】 
 * ー【名詞】 
B 
 * 楽しみー【名詞】 






 * 大丈夫【名詞】 
 * ー【名詞】 
B 
 * 大丈夫ー【名詞】 





















 * そろそろ【副詞】 
 * お昼【名詞】 
 * に【助詞】 
B 
 * そろそろお【副詞】 
 * 昼【名詞】 
 * に【助詞】 
リスト 6.12  長音節最適化によって仮名文字が過剰に連結された例 
 
有給休暇取得は労働者の権利。阻止するとか言う発想をする時点でもうブラック企業の 





 * 時点【名詞】 
 * で【助詞】 
 * もう【副詞】 
B 
 * 時点【名詞】 
 * でもう【助詞】 
リスト 6.13  長音節最適化によって仮名文字が過剰に連結された例 
 
























 * ひさし【名詞】 
 * ぶり【名詞】 
 * に【助詞】 
B 
 * ひさしぶり【名詞】 
 * に【助詞】 
リスト 6.14  漢字で形態素辞書に登録されている語をひらがな表記で含む設問の例 
 
リスト 6.14 の 4～8 文字目に“ひさしぶり”とあるが，形態素辞書には“久しぶり”お















 * めし【名詞】 
 * の【助詞】 
 * じ【助動詞】 
 * か【助詞】 
 * ん【名詞】 
 * か【助詞】 
B 
 * めし【名詞】 
 * の【助詞】 
 * じかん【名詞】 
 * か【助詞】 
リスト 6.15  漢字で形態素辞書に登録されている語をひらがな表記で含む設問の例 
 


















 * くれ【動詞】 
 * ー【名詞】 
 * ぷたべるよ【名詞】 
B 
 * くれーぷ【名詞】 
 * たべる【動詞】 
 * よ【助詞】 
リスト 6.16  ひらがなで書かれたカタカナ語を含む設問の例 
 




 * 混合【名詞】 
 * のばす【動詞】 
 * け【助詞】 
B 
 * 混合【名詞】 
 * の【助詞】 
 * ばすけ【名詞】 
リスト 6.17  ひらがなで書かれたカタカナ語を含む設問の例 
 
















 * ヤバイ【名詞】 
 * かも【助詞】 
B 
 * ヤバイ【形容詞】 
 * かも【助詞】 








その例をリスト 6.19およびリスト 6.20に示す． 
 




 * れい【名詞】 
 * な【助動詞】 
B 
 * れいな【名詞】 
リスト 6.19  ひらがなで書かれた人名を含む設問の例 
 
  






 * ゆき【名詞】 
 * お【接頭詞】 
B 
 * ゆきお【名詞】 










った．その例をリスト 6.21，リスト 6.22，リスト 6.23，そしてリスト 6.24 に示す．ど
の設問も，読み仮名検索を行った場合のみ違和感があると回答された． 
 




 * もう【副詞】 
 * おなか【名詞】 
B 
 * もうお【名詞】 
 * なか【名詞】 














 * リピート【名詞】 
 * で【助詞】 
B 
 * リ【名詞】 
 * ピート【名詞】 
 * で【助詞】 









テケ☆“@○○○○○○○○○○○: 笑った RT @○○○○○○○○○: ブルーマウンテン 





 * ブルー【名詞】 
 * マウンテン【名詞】 
B 
 * ブルーマ【名詞】 
 * ウンテン【名詞】 
リスト 6.23  カタカナ語の区切り位置が変化した例 
 
リスト 6.23 の 38～45 文字目“ブルーマウンテン”を区切る場合，Kuromoji の区切り
方が人のイメージに合うといえる．一方MoCAは，“ウンテン”の本来の表記を“運転”で
あると見なし，“ブルーマ” + “ウンテン”と区切ってしまっている． 
  







 * タウバーン【名詞】 
 * の【助詞】 
B 
 * タウ【記号】 
 * バーン【副詞】 
 * の【助詞】 















た．その例をリスト 6.25およびリスト 6.26に示す． 
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 * まとめ【名詞】 
B 
 * まとめ【動詞】 
リスト 6.25  形態素コストの調整によって品詞が変化した例 
 




 * いい【形容詞】 
B 
 * いい【動詞】 
リスト 6.26  形態素コストの調整によって品詞が変化した例 
 














 * し【動詞】 
 * たい【助動詞】 
 * がち【名詞】 
 * で【助動詞】 
B 
 * したい【動詞】 
 * がち【名詞】 
 * で【助動詞】 
リスト 6.27  形態素コストの調整によって形態素が過剰に連結された例 
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